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論文内容の要旨

本論文は構造用鋼材の疲れき裂伝播挙動を弾塑性破壊力学の観点から、理論的かっ実験的に追求し

たもので、緒論、第 1 編、第 2 編、全編の総括に分けて論述している。

緒論においては、破壊力学の歴史的発展の過程を述べるとともに、き裂状欠陥からの疲れき裂の発

生と伝播の問題を弾塑性破壊力学を適用して解明することが本研究の目的であると述べている。

第 1 編は、人工き裂先端からの疲れき裂の発生ならびに発生したき裂の伝播に関する理論的解析を

取りまとめたもので、前言と 6 章および総括からなる。

前言では第 1 編の内容を概観している。第 1 章では人工き裂と疲れき裂などの自然き裂との相異を

述べ、人工き裂材の疲れにおいては、人工き裂先端に疲れき裂が発生する条件と、そのき裂が伝播す

る条件とを分けて議論すべきことを述べている。これら二条件を議論するため、まず第 2 章において

き裂先端における塑性歪の分布ならびにその履歴現象について考察している。第 2 章の結果に基づき

第 3 章では人工き裂先端に疲れき裂が発生する条件がき裂先端付近の塑性変形状態を表わす特性値で

ある「繰返し塑性域長さ」により記述しうることを明らかにし、第 4 章では人工き裂先端より発生し

た疲れき裂が伝播する条件が、発生の条件と同様に「繰返し塑性域長さ」により記述しうることを明

らかにしている。第 5 章では、き裂の先端における塑性変形の形態と疲れき裂の伝播挙動との関係を

述べている。第 6 章では疲れき裂伝播の法則を述べている。以上の内容をまとめて第 1 編の総括とし

ている。

第 2 編は、第 1 編の理論的考察を検証するために行なった、中央に人工き裂を有する帯板の疲れに

関する実験結果を取りまとめたもので、前言と 5 章および総括からなる。

前言では第 2 編の内容を概観しているの第 1 章では、第 1 編の弾塑性破壊力学による理論的考察を

検証するための塑性域測定方法について吟味し、光干渉による方法が最も適当で、あることを述べている。
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第 2 章では、本研究における疲れ試験方法と供試材、試験片、試験機について述べている。第 3 章で

は人工き裂先端からの疲れき裂発生条件について実験値と対応して考察し、理論を検証している。第

4 章では人工き裂先端から発生した疲れき裂が伝播する条件について実験値と対応して考察し、理論

を検証している。第 5 章では荷重が変動した場合のき裂の擬停留現象が第 1 編において述べた弾塑性

破壊力学の適用により説明しうることを述べている ο 以上の内容をまとめて第 2 編の総括としている。

全編の総括では、緒論、第 l 編、第 2 編の内容を要約し、き裂状欠陥からの疲れき裂の発生ならび

に伝播がき裂先端の繰返し塑性域長さにより統一的に記述できることを見出し、結論づけている。

論文の審査結果の要旨

本論文は現在のところ未解明の問題が多い切欠をもっ鋼材における疲れき裂の発生と伝播の現象を

理論的、実験的に究明したものである。

まず、き裂状欠陥からの疲れき裂の発生と伝播の力学的条件を考察するため、通常取扱われている

弾性破壊力学の代りに、弾塑性破壊力学を適用し、き裂先端付近の塑性変形状態を表わす特性値であ

る「繰返し塑性域長さ」を用いることにより、き裂の発生と伝播の力学的条件を統一的に記述し、光

干渉の手段による巧妙な実験によって理論の検証を行なっている。

さらに繰返し塑性域長さを用いた疲れき裂伝播条件によって、従来不明確な点の多かった平面ひず

み状態での疲れき裂伝播現象と平面応力状態での疲れき裂伝播現象の相異ならびに疲れき裂の擬停留

現象の物理的意味を明らかにしている。

以上のように、本論文は構造用鋼材の疲れき裂伝播現象に関しいくつかの新知見を与えており、工

学上寄与するところが大きしh よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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